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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自機器の設定情報および当該機器を使用するためのライセンス情報を含む機器情報を保
持する機器情報保持手段と、
　上記機器情報を所定の形式で用紙に印刷するための画像データを生成する画像生成手段
と、
　上記機器情報が印刷された用紙の読み取り画像データに基づいて上記機器情報保持手段
への機器情報の設定を行う機器情報設定手段とを備え、
　上記機器情報設定手段は、印刷された上記用紙であって、削除対象のライセンス情報の
指定が記入された上記用紙の読み取り画像データに基づいて上記機器情報保持手段でのラ
イセンス情報の削除を行うことを特徴とするコンピュータ装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のコンピュータ装置において、
　上記機器情報を所定の形式で用紙に印刷する処理を制御する機器情報印刷アプリケーシ
ョンと、
　画像データに含ませる機器情報をコード化するエンコード部と、
　印刷する画像データを生成する画像生成部と、
　用紙への印刷を実行するプロッタ部とを備えたことを特徴とするコンピュータ装置。
【請求項３】
　請求項１または２のいずれか一項に記載のコンピュータ装置において、
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　上記機器情報が印刷された用紙を読み取って機器への設定を行う処理を制御する機器情
報設定アプリケーションと、
　用紙の光学的な読み取りを行うスキャナ部と、
　読み取った画像データを解析して機器情報のコード部分を取り出すとともにマーク認識
や文字認識等を行う画像解析部と、
　機器情報のコードから機器情報をデコードするデコード部とを備えたことを特徴とする
コンピュータ装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュータ装置において、
　現有機側の上記画像生成手段は、上記機器情報保持手段に保持される上記機器情報を所
定の形式で用紙に印刷し、
　リプレイス機側の上記機器情報設定手段は、上記用紙の読み取り画像データに基づいて
自機器の上記機器情報保持手段への機器情報の設定を行うことを特徴とするコンピュータ
装置。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュータ装置において、
　移行元の上記画像生成手段は、上記機器情報保持手段に保持される上記ライセンス情報
を所定の形式で用紙に印刷し、
　移行先の上記機器情報設定手段は、移行対象のライセンス情報の指定が記入された上記
用紙の読み取り画像データに基づいて自機器の上記機器情報保持手段へのライセンス情報
の設定を行うことを特徴とするコンピュータ装置。
【請求項６】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュータ装置において、
　上記機器情報設定手段は、ライセンス証書の読み取り画像データに基づいて上記機器情
報保持手段へのライセンス情報の設定を行うことを特徴とするコンピュータ装置。
【請求項７】
　コンピュータ装置が、自機器の設定情報および当該機器を使用するためのライセンス情
報を含む機器情報を所定の形式で用紙に印刷するための画像データを生成する画像生成工
程と、
　上記コンピュータ装置が、上記機器情報が印刷された用紙の読み取り画像データに基づ
いて当該機器もしくは他の機器への設定を行う機器情報設定工程とを備え、
　上記機器情報設定工程は、印刷された上記用紙であって、削除対象のライセンス情報の
指定が記入された上記用紙の読み取り画像データに基づいて上記機器情報保持手段でのラ
イセンス情報の削除を行うことを特徴とする機器情報管理方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の機器情報管理方法において、
　上記コンピュータ装置が、上記画像データに含ませる機器情報をコード化する工程と、
　上記コンピュータ装置が、印刷する画像データを生成する工程と、
　上記コンピュータ装置が、用紙への印刷を実行する工程とを備えることを特徴とする機
器情報管理方法。
【請求項９】
　請求項７または８のいずれか一項に記載の機器情報管理方法において、
　上記コンピュータ装置が、上記機器情報が印刷された用紙の光学的な読み取りを行う工
程と、
　上記コンピュータ装置が、読み取った画像データを解析して機器情報のコード部分を取
り出すとともにマーク認識や文字認識等を行う工程と、
　上記コンピュータ装置が、機器情報のコードから機器情報をデコードする工程とを備え
ることを特徴とする機器情報管理方法。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれか一項に記載の機器情報管理方法において、
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　現有機側の上記コンピュータ装置では上記機器情報を所定の形式で用紙に印刷し、
　リプレイス機側の上記コンピュータ装置では上記用紙の読み取り画像データに基づいて
機器情報の設定を行うことを特徴とする機器情報管理方法。
【請求項１１】
　請求項７乃至９のいずれか一項に記載の機器情報管理方法において、
　移行元の上記コンピュータ装置では上記ライセンス情報を所定の形式で用紙に印刷し、
　移行先の上記コンピュータ装置では移行対象のライセンス情報の指定が記入された上記
用紙の読み取り画像データに基づいてライセンス情報の設定を行うことを特徴とする機器
情報管理方法。
【請求項１２】
　請求項７乃至９のいずれか一項に記載の機器情報管理方法において、
　上記コンピュータ装置は、ライセンス証書の読み取り画像データに基づいて自機器への
ライセンス情報の設定を行うことを特徴とする機器情報管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＦＰ（Multi Function Printer）等のコンピュータ組み込み機器を含むコ
ンピュータ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰ等のコンピュータ装置は新機種等へのリプレイスが行われることがしばしばある
が、装置内部には各種の設定情報（ＭＦＰにあっては、用紙設定、トレイ設定、省エネ設
定、ネットワーク設定、ＦＡＸ／ＭＡＩＬ宛先表等）や、アプリケーションソフトをはじ
めとする機器を使用するためのライセンス情報等が格納されており、これらもリプレイス
に際して現有機からリプレイス機へ移し替える必要がある。
【０００３】
　従来、ＭＦＰでは設定情報を印刷する機能が提供されているものがあり、そのような場
合は現有機で設定情報をプリントアウトした上で、そのプリントアウトした用紙を見なが
らリプレイス機に対して手動で再設定を行い、プリントアウトされないＦＡＸ／ＭＡＩＬ
宛先やライセンス情報については別途情報を入手した上で手動で設定していた。設定情報
を印刷する機能がない場合はすべての機器情報を別途入手した上で手動で再設定する必要
があった。
【０００４】
　一方、機器のリプレイスを対象としたものではないが、ＦＡＸ等の機器において所定フ
ォーマットの用紙に記入したマーク等に基づいて複雑な設定を容易化した技術が特許文献
１～３に開示されている。
【特許文献１】特開平１－１８１３７０号公報
【特許文献２】特許第３０５９６４３号公報
【特許文献３】特開２００４－１７９７８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、従来は現有機からリプレイス機へ設定情報やライセンス情報等の機器
情報を手動で移し替える必要があり、操作が煩雑であるとともに設定ミスによって機器が
正常に動作しないというトラブルが発生することも多かった。
【０００６】
　なお、特許文献１～３に開示された技術は、機器のリプレイスを想定していないことか
ら、現有機からの機器情報の出力については全く触れられていない。
【０００７】
　また、現有機もしくはリプレイス機が複数の場合、どの現有機の設定情報をどのリプレ
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イス機に引き継ぐのかということについても検討の余地があり、効率的な手法は見出され
ていない。
【０００８】
　同様に、ライセンス情報については、１台の機器にインストールされていた複数のアプ
リケーションソフトを複数の機器に分割してインストールすることがあるが、その場合の
ライセンスの分割についても効率的な手法は見出されていない。
【０００９】
　一方、新機種等へのリプレイスに限らず、アプリケーションソフト等の機器を使用する
ためのライセンス情報の一部を他の機器に移行する必要が生じる場合があるが、その場合
のライセンス情報の移行についても効率的な手法は見出されていない。同様に、機器への
アプリケーションソフトのインストールやアンインストールに際してのライセンス情報の
管理についても効率的な手法は見出されていない。
【００１０】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑み提案されたものであり、その目的とするところは、
設定情報やライセンス情報等の機器情報を効率的に管理することのできるコンピュータ装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するため、本発明にあっては、請求項１に記載されるように、自機器
の設定情報および当該機器を使用するためのライセンス情報を含む機器情報を保持する機
器情報保持手段と、上記機器情報を所定の形式で用紙に印刷するための画像データを生成
する画像生成手段と、上記機器情報が印刷された用紙の読み取り画像データに基づいて上
記機器情報保持手段への機器情報の設定を行う機器情報設定手段とを備え、上記機器情報
設定手段は、印刷された上記用紙であって、削除対象のライセンス情報の指定が記入され
た上記用紙の読み取り画像データに基づいて上記機器情報保持手段でのライセンス情報の
削除を行うコンピュータ装置を要旨としている。
【００１２】
　また、請求項２に記載されるように、請求項１に記載のコンピュータ装置において、上
記機器情報を所定の形式で用紙に印刷する処理を制御する機器情報印刷アプリケーション
と、画像データに含ませる機器情報をコード化するエンコード部と、印刷する画像データ
を生成する画像生成部と、用紙への印刷を実行するプロッタ部とを備えるようにすること
ができる。
【００１３】
　また、請求項３に記載されるように、請求項１または２のいずれか一項に記載のコンピ
ュータ装置において、上記機器情報が印刷された用紙を読み取って機器への設定を行う処
理を制御する機器情報設定アプリケーションと、用紙の光学的な読み取りを行うスキャナ
部と、読み取った画像データを解析して機器情報のコード部分を取り出すとともにマーク
認識や文字認識等を行う画像解析部と、機器情報のコードから機器情報をデコードするデ
コード部とを備えるようにすることができる。
【００１４】
　また、請求項４に記載されるように、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュ
ータ装置において、現有機側の上記画像生成手段は、上記機器情報保持手段に保持される
上記機器情報を所定の形式で用紙に印刷し、リプレイス機側の上記機器情報設定手段は、
上記用紙の読み取り画像データに基づいて自機器の上記機器情報保持手段への機器情報の
設定を行うようにすることができる。
【００１５】
　また、請求項５に記載されるように、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュ
ータ装置において、移行元の上記画像生成手段は、上記機器情報保持手段に保持される上
記ライセンス情報を所定の形式で用紙に印刷し、移行先の上記機器情報設定手段は、移行
対象のライセンス情報の指定が記入された上記用紙の読み取り画像データに基づいて自機
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器の上記機器情報保持手段へのライセンス情報の設定を行うようにすることができる。
【００１６】
　また、請求項６に記載されるように、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のコンピュ
ータ装置において、上記機器情報設定手段は、ライセンス証書の読み取り画像データに基
づいて上記機器情報保持手段へのライセンス情報の設定を行うようにすることができる。
【００１８】
　また、請求項７～１２に記載されるように、機器情報管理方法として構成することがで
きる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のコンピュータ装置にあっては、機器情報を機器が読める形式で用紙に出力し、
人手により適宜に用紙への記入もしくは加工を行い、機器でこれを読み取って自動に設定
が行えるため、設定情報やライセンス情報等の機器情報を効率的に管理することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の好適な実施形態につき説明する。
【００２１】
　＜システム構成＞
　図１は本発明をＭＦＰに適用した一実施形態の構成例を示す図である。
【００２２】
　図１において、ＭＦＰ１００は、用紙設定、トレイ設定、省エネ設定、ネットワーク設
定、ＦＡＸ／ＭＡＩＬ宛先表等の設定情報を保持する設定情報保持部１０１と、アプリケ
ーションソフトのライセンス情報を保持するライセンス情報保持部１０２と、機器情報（
設定情報、ライセンス情報）を所定の形式で用紙に印刷する処理を行う機器情報印刷アプ
リケーション１０３と、機器情報が印刷された用紙を読み取ってＭＦＰ１００への設定を
行う機器情報設定アプリケーション１０４とを備えている。なお、用紙への印刷および用
紙からの読み取りにおいて、用紙上の各項目の位置を示すレイアウト設定が参照される。
このレイアウト設定は、複数の形式の用紙を印刷もしくは読み取る場合には複数用意され
、印刷時もしくは読み取り時に適宜に選択されて使用される。
【００２３】
　ＭＦＰ１００は、更に、用紙への印刷に使用される機能部として、用紙への印刷を実行
するプロッタ部１０５と、印刷する画像データを生成する画像生成部１０６と、画像デー
タに含ませる機器情報をコード化するエンコード部１０７とを備えている。エンコード部
１０７は、ＱＲコード（マトリックス型２次元コードの登録商標）等のバーコードにエン
コードするためのバーコードエンコード器１０８と、地紋（コードが埋め込まれ、肉眼で
は見えにくい状態で印刷される背景画像）にエンコードするための地紋エンコード器１０
９とを含んでいる。
【００２４】
　また、ＭＦＰ１００は、用紙の読み取りに使用される機能部として、用紙の光学的な読
み取りを行うスキャナ部１１０と、読み取った画像データを解析してバーコードや地紋に
よる機器情報のコード部分を取り出すとともにマーク認識や文字認識等を行う画像解析部
１１１と、画像データから取り出された機器情報のコード部分から機器情報をデコードす
るデコード部１１２とを備えている。デコード部１１２は、ＱＲコード等のバーコードを
デコードするためのバーコードデコード器１１３と、地紋をデコードするための地紋デコ
ード器１１４とを含んでいる。
【００２５】
　なお、上記の例はＭＦＰ１００に適用したものであるため、プロッタ部１０５およびス
キャナ部１１０は基本的な機能として有しているものであるが、適用対象がＰＣ（Person
al Computer）やＰＤＡ（Personal Digital Assistant）や携帯電話等の場合であれば、
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プロッタ部１０５やスキャナ部１１０に代えて、外部のプリンタやスキャナを使用するこ
とができる。また、スキャナ装置を対象とする場合、スキャナ部１１０は内部に有してい
るが、プロッタ部１０５は外部のプリンタを使用することになる。同様に、プリンタ装置
を対象とする場合、プロッタ部１０５は内部に有しているが、スキャナ部１１０は外部の
スキャナを使用することになる。
【００２６】
　図２は機器情報を分類した例を示す図である。設定情報のうち、ネットワーク設定や宛
先表等の固定情報については、変更（情報の内容の変更）・削除（情報の内容の削除）・
分割（複数の機器への情報の分割）の必要はなく、複数の機器に同内容のまま複写するこ
とを許容すべきものであることから、ＱＲコード等のバーコードによる印刷／読取が好ま
しい。設定情報のうち、トレイ設定やコメント等の可変情報については、移行先のリプレ
イス機の環境に応じて変更・削除・複写は許容すべきであり、分割の必要はないことから
、ＯＣＲ（Optical Character Reader）、ＯＭＲ（Optical Mark Reader）による印刷（
選択欄等の枠の印刷であって、記入は手動）／読取が好ましい。ライセンス情報について
は、ライセンス内容の同一性保持および不正ライセンスの使用排除の観点から変更・複写
は許容すべきでなく、削除・分割は許容すべきものであることから、背景地紋による印刷
／読取が好ましい。
【００２７】
　図３はライセンス情報保持部１０２の構成例を示す図であり、制御部とライセンス表と
を有している。ライセンス表には、アプリケーションソフトのライセンス情報の場合、ラ
イセンス情報を識別するＩＤ（Identification）、対応するアプリケーション名、ライセ
ンス情報（ライセンス情報本体）が含まれている。プラグインソフトやサービス利用のラ
イセンス情報の場合、アプリケーション名に変えて利用するプラグインソフトやサービス
を特定する情報が入る。
【００２８】
　＜第１の動作パターン＞
　第１の動作パターンは、現有機からリプレイス機に機器情報を引き継ぐ場合に適用した
ものである。
【００２９】
　図４は機器情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。図４において、処理を開始す
ると、現有機側のＭＦＰ１００の機器情報印刷アプリケーション１０３は設定情報保持部
１０１に設定情報の取得を要求し（ステップＳ１）、エンコード部１０７に対して、取得
した設定情報をバーコード等にエンコードするよう要求する（ステップＳ２）。
【００３０】
　次いで、機器情報印刷アプリケーション１０３はライセンス情報保持部１０２にライセ
ンス情報の取得を要求し（ステップＳ３）、エンコード部１０７に対して、取得したライ
センス情報を地紋等にエンコードするよう要求する（ステップＳ４）。ライセンス情報の
取得要求およびエンコード要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００３１】
　次いで、機器情報印刷アプリケーション１０３は画像生成部１０６に対してエンコード
した機器情報（設定情報、ライセンス情報）を含んだ画像データの生成を要求し（ステッ
プＳ５）、プロッタ部１０５に対して生成された画像データの印刷を要求する（ステップ
Ｓ６）。
【００３２】
　次いで、機器情報印刷アプリケーション１０３はライセンス情報保持部１０２に対して
ライセンス情報の削除を要求する（ステップＳ７）。この削除要求はライセンス数分だけ
繰り返す。ライセンス情報の削除を行うのは、リプレイス機に引き継がれるべきライセン
ス情報を不正ライセンス防止の観点から現有機に残さないためである。
【００３３】
　図５は印刷された用紙の例を示す図であり、用紙上の領域２０１には設定情報（機器設
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定）をコード化したバーコードが印刷され、領域２０２にはマーク記入欄とテキスト記入
欄が印刷され、領域２０３にはライセンス情報をコード化した地紋が印刷された状態を示
している。
【００３４】
　図６は用紙の加工の例を示す図であり、領域２１２のマーク記入欄に塗り潰しもしくは
チェックを行い、その右のテキスト記入欄にテキストを追記し、領域２１３に他の現有機
で印刷した同様の用紙から切り取ったライセンス情報の地紋部分を貼り付け、領域２１４
のライセンス情報に書き込みを行って使用不可とし、領域２１５のライセンス情報を切り
取った状態を示している。なお、領域２１１の設定情報は他の機器で印刷した同様の用紙
から複写して貼り付けることも可能である。
【００３５】
　図７は機器情報設定処理の例を示すシーケンス図である。図７において、機器情報が印
刷された用紙であって必要に応じて記入もしくは加工を施したものをリプレイス機側のＭ
ＦＰ１００にセットした上で処理を開始すると、リプレイス機側のＭＦＰ１００の機器情
報設定アプリケーション１０４はスキャナ部１１０に対して画像入力を要求し（ステップ
Ｓ１１）、画像解析部１１１に対して入力した画像データの解析を要求する（ステップＳ
１２）。
【００３６】
　図８は画像解析部１１１の処理例を示すフローチャートであり、画像解析部１１１は画
像解析要求を受けると、用紙上の各項目の位置を示すレイアウト設定に従って設定情報出
力領域を抽出し（ステップＳ２１）、抽出した設定情報出力領域から複数のバーコード領
域を抽出する（ステップＳ２２）。また、抽出した設定情報出力領域からＯＭＲ、ＯＣＲ
処理で情報を抽出する（ステップＳ２３）。次いで、レイアウト設定に従ってライセンス
情報出力領域を抽出し、次のライセンス情報出力領域がなくなるまで繰り返す（ステップ
Ｓ２４）。
【００３７】
　図７に戻り、機器情報設定アプリケーション１０４はデコード部１１２に設定情報のコ
ード部分のデコードを要求し（ステップＳ１３）、設定情報保持部１０１に対してデコー
ドした設定情報の保存を要求する（ステップＳ１４）。
【００３８】
　次いで、機器情報設定アプリケーション１０４はデコード部１１２に対してライセンス
情報のコード部分のデコードを要求し（ステップＳ１５）、ライセンス情報保持部１０２
に対してデコードしたライセンス情報の保存を要求する（ステップＳ１６）。ライセンス
情報のデコード要求および保存要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００３９】
　図９は機器情報の移行・統合の例を示す図であり、３台の現有機ＭＦＰ－１、ＭＦＰ－
２、ＭＦＰ－３から２台のリプレイス機ＭＦＰ－Ａ、ＭＦＰ－Ｂに機器情報を引き継ぐ場
合を例としている。
【００４０】
　先ず、現有機ＭＦＰ－１は設定情報－１、ライセンス情報－１、ライセンス情報－２の
状態にあり、現有機ＭＦＰ－２は設定情報－２、ライセンス情報－３、ライセンス情報－
４の状態にあり、現有機ＭＦＰ－３は設定情報－３、ライセンス情報－５の状態にあるも
のとする（ステップＳ３１）。
【００４１】
　この状態で、各現有機ＭＦＰ－１、ＭＦＰ－２、ＭＦＰ－３において機器情報印刷処理
を実行することで、それぞれの機器情報が用紙に印刷される（ステップＳ３２）。
【００４２】
　次いで、切り貼り等の用紙加工を行うことで、設定情報－１、ライセンス情報－１、ラ
イセンス情報－４を含んだ用紙と、設定情報－２、ライセンス情報－３、ライセンス情報
－２、ライセンス情報－５を含んだ用紙を作ることができる（ステップＳ３３）。
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【００４３】
　そして、これらの用紙をリプレイス機ＭＦＰ－Ａとリプレイス機ＭＦＰ－Ｂのスキャナ
部１１０にセットして機器情報設定処理を実行することで、それぞれの機器情報がリプレ
イス機ＭＦＰ－Ａ、ＭＦＰ－Ｂに設定される（ステップＳ３４）。
【００４４】
　図１０はライセンス管理の例を示す図であり、機器情報が印刷された用紙が複数のリプ
レイス機で繰り返し使用されることによるライセンス情報の重複を回避するための仕組を
示したものである。
【００４５】
　図１０（ａ）はＷＡＮ（Wide Area Network）もしくはＬＡＮ（Local Area Network）
上にライセンスサーバを設置し、各ＭＦＰからライセンス情報を送ってアクティベーショ
ン（正規のライセンスを持っていることを認証した上で、対応するアプリケーションソフ
ト等を使用可能な状態とする処理）することにより対応するアプリケーションソフト等を
使用可能とするものである。適正なライセンス数を超えるアクティベーションの要求（ラ
イセンスサーバへのライセンス情報の送信）が行われた場合、そのＭＦＰのアクティベー
ションは拒否される。
【００４６】
　また、図１０（ｂ）はＭＦＰ相互間でライセンス情報を送り、自己と同じライセンス情
報でないかどうかを監視するようにしたものである。同じライセンス情報であることが判
明した場合は、アラートを出すか、一方を使用不可とする。なお、機器情報の印刷時に有
効期限をコード情報に含ませ、その有効期限以内でなければ機器情報設定処理を実行でき
ないようにすることで、適正なライセンス数を超える状態の発生を抑止することができる
。
【００４７】
　＜第２の動作パターン＞
　第２の動作パターンは、ある機器から他の機器にライセンス情報の一部を移行する場合
に適用したものである。
【００４８】
　図１１はライセンス情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。図１１において、処
理を開始すると、移行元のＭＦＰ１００の機器情報印刷アプリケーション１０３はライセ
ンス情報保持部１０２にライセンス情報の取得を要求し（ステップＳ４１）、エンコード
部１０７に対して、取得したライセンス情報を地紋等にエンコードするよう要求する（ス
テップＳ４２）。ライセンス情報の取得要求およびエンコード要求はライセンス数分だけ
繰り返す。
【００４９】
　次いで、機器情報印刷アプリケーション１０３は画像生成部１０６に対してエンコード
したライセンス情報を含んだ画像データの生成を要求し（ステップＳ４３）、プロッタ部
１０５に対して生成された画像データの印刷を要求する（ステップＳ４４）。
【００５０】
　図１２は印刷された用紙の例を示す図であり、領域２２１に「ライセンスリスト　※移
行するライセンスのチェックボックスを黒く塗り移行元と移行先でスキャンしてください
。」等の説明文が印刷され、領域２２２の左側の領域２２３には記入用のチェックボック
スとともにアプリケーションソフトのプログラム名、有効期限、対象機種、対象機Ｎｏ．
等のライセンス情報の内容を示す文字情報が印刷され、右側の領域２２４には地紋により
コード化されたライセンス情報が印刷された状態を示している。
【００５１】
　図１３は用紙への記入の例を示す図であり、領域２２２における移行しようとするプロ
グラム名の前のチェックボックス２２５、２２６を塗り潰した状態を示している。この記
入後の用紙を移行元の機器と移行先の機器とで読み込ませることにより、移行元の機器で
は対応するライセンス情報の削除が行われ、移行先の機器ではライセンス情報の追加が行
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われる。
【００５２】
　図１４は移行元のＭＦＰにおけるライセンス情報削除処理の例を示すシーケンス図であ
る。図１４において、ライセンス情報が印刷された用紙であって移行対象アプリケーショ
ンソフトの指定を記入したものをセットした上で処理を開始すると、移行元のＭＦＰ１０
０の機器情報設定アプリケーション１０４はスキャナ部１１０に対して画像入力を要求し
（ステップＳ５１）、画像解析部１１１に対して入力した画像データの解析を要求する（
ステップＳ５２）。画像解析部１１１における処理は図８に示したものと同様である。
【００５３】
　次いで、機器情報設定アプリケーション１０４はデコード部１１２に対してライセンス
情報のコード部分のデコードを要求し（ステップＳ５３）、ライセンス情報保持部１０２
に対してデコードしたライセンス情報の削除を要求する（ステップＳ５４）。ライセンス
情報のデコード要求および削除要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００５４】
　図１５は移行先のＭＦＰにおけるライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図であ
る。図１５において、ライセンス情報が印刷された用紙であって移行対象アプリケーショ
ンソフトの指定を記入したものをセットした上で処理を開始すると、移行先のＭＦＰ１０
０の機器情報設定アプリケーション１０４はスキャナ部１１０に対して画像入力を要求し
（ステップＳ６１）、画像解析部１１１に対して入力した画像データの解析を要求する（
ステップＳ６２）。画像解析部１１１における処理は図８に示したものと同様である。
【００５５】
　次いで、機器情報設定アプリケーション１０４はデコード部１１２に対してライセンス
情報のコード部分のデコードを要求し（ステップＳ６３）、ライセンス情報保持部１０２
に対してデコードしたライセンス情報の保存を要求する（ステップＳ６４）。ライセンス
情報のデコード要求および保存要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００５６】
　なお、移行元の機器でライセンス情報の削除を行い、その後に移行先の機器でライセン
ス情報の追加を行う場合について説明したが、移行先の機器でライセンス情報の追加を行
い、その後に移行元の機器でライセンス情報の削除を行うようにしてもよい。
【００５７】
　＜第３の動作パターン＞
　第３の動作パターンは、機器へのアプリケーションソフトのインストールに際して、ラ
イセンス情報を設定する場合に適用したものである。
【００５８】
　ここでは、予めアプリケーションソフトの提供側でライセンス情報の自動設定に対応し
たライセンス証書を発行しているものとする。図１６はライセンス証書の例を示す図であ
り、領域２３１にはライセンス証書である旨およびアプリケーションソフトのプログラム
名、有効期限、対象機種、対象機Ｎｏ．等のライセンス情報の内容を示す文字情報が印刷
され、領域２３２には地紋によりコード化されたライセンス情報が印刷された状態を示し
ている。
【００５９】
　図１７はライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図である。図１７において、ラ
イセンス情報が印刷されたライセンス証書をセットした上で処理を開始すると、ＭＦＰ１
００の機器情報設定アプリケーション１０４はスキャナ部１１０に対して画像入力を要求
し（ステップＳ７１）、画像解析部１１１に対して入力した画像データの解析を要求する
（ステップＳ７２）。画像解析部１１１における処理は図８に示したものと同様である。
【００６０】
　次いで、機器情報設定アプリケーション１０４はデコード部１１２に対してライセンス
情報のコード部分のデコードを要求し（ステップＳ７３）、ライセンス情報保持部１０２
に対してデコードしたライセンス情報の保存を要求する（ステップＳ７４）。ライセンス
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情報のデコード要求および保存要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００６１】
　＜第４の動作パターン＞
　第４の動作パターンは機器へのアプリケーションソフトのアンインストールに際して、
アンインストールした所定のアプリケーションソフトに対応するライセンス情報を削除す
る場合に適用したものである。
【００６２】
　図１８はライセンス情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。図１８において、処
理を開始すると、ＭＦＰ１００の機器情報印刷アプリケーション１０３はライセンス情報
保持部１０２にライセンス情報の取得を要求する（ステップＳ８１）。このライセンス情
報の取得要求はライセンス数分だけ繰り返す。なお、アプリケーションソフトのアンイン
ストールに際しては新たにライセンス情報を設定する必要はないため、地紋等へのエンコ
ードは必要ない。
【００６３】
　次いで、機器情報印刷アプリケーション１０３は画像生成部１０６に対してライセンス
リストの画像データの生成を要求し（ステップＳ８２）、プロッタ部１０５に対して生成
された画像データの印刷を要求する（ステップＳ８３）。
【００６４】
　図１９は印刷された用紙の例を示す図であり、領域２４１に「ライセンスリスト　※削
除するライセンスのチェックボックスを黒く塗りスキャンしてください。」等の説明文が
印刷され、領域２４２には記入用のチェックボックスとともにアプリケーションソフトの
プログラム名、有効期限、対象機種、対象機Ｎｏ．等のライセンス情報の内容を示す文字
情報が印刷された状態を示している。
【００６５】
　図２０は用紙への記入の例を示す図であり、領域２４２における削除しようとするプロ
グラム名の前のチェックボックス２４３、チェックボックス２４４を塗り潰した状態を示
している。この記入後の用紙をアプリケーションソフトのアンインストールを行う機器（
用紙を印刷した機器）で読み込ませることにより、ライセンス情報の削除が行われる。
【００６６】
　図２１はライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図である。図２１において、ア
ンインストールするアプリケーションソフトの指定を記入した用紙をセットした上で処理
を開始すると、ＭＦＰ１００の機器情報設定アプリケーション１０４はスキャナ部１１０
に対して画像入力を要求し（ステップＳ９１）、画像解析部１１１に対して入力した画像
データの解析を要求する（ステップＳ９２）。画像解析部１１１における処理は図８に示
したものと同様である。この画像解析により、チェックボックスにより指定されたアンイ
ンストール対象のアプリケーションソフトが特定される。
【００６７】
　次いで、機器情報設定アプリケーション１０４はライセンス情報保持部１０２に対して
特定されたアプリケーションソフトのライセンス情報の削除を要求する（ステップＳ９３
）。ライセンス情報の削除要求はライセンス数分だけ繰り返す。
【００６８】
　＜総括＞
　以上、本発明の好適な実施の形態により本発明を説明した。ここでは特定の具体例を示
して本発明を説明したが、特許請求の範囲に定義された本発明の広範な趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、これら具体例に様々な修正および変更を加えることができることは
明らかである。すなわち、具体例の詳細および添付の図面により本発明が限定されるもの
と解釈してはならない。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明をＭＦＰに適用した一実施形態の構成例を示す図である。
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【図２】機器情報を分類した例を示す図である。
【図３】ライセンス情報保持部の構成例を示す図である。
【図４】機器情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。
【図５】印刷された用紙の例を示す図である。
【図６】用紙の加工の例を示す図である。
【図７】機器情報設定処理の例を示すシーケンス図である。
【図８】画像解析部の処理例を示すフローチャートである。
【図９】機器情報の移行・統合の例を示す図である。
【図１０】ライセンス管理の例を示す図である。
【図１１】ライセンス情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。
【図１２】印刷された用紙の例を示す図である。
【図１３】用紙への記入の例を示す図である。
【図１４】移行元のＭＦＰにおけるライセンス情報削除処理の例を示すシーケンス図であ
る。
【図１５】移行先のＭＦＰにおけるライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図であ
る。
【図１６】ライセンス証書の例を示す図である。
【図１７】ライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図である。
【図１８】ライセンス情報印刷処理の例を示すシーケンス図である。
【図１９】印刷された用紙の例を示す図である。
【図２０】用紙への記入の例を示す図である。
【図２１】ライセンス情報設定処理の例を示すシーケンス図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１００　　ＭＦＰ
　１０１　　設定情報保持部
　１０２　　ライセンス情報保持部
　１０３　　機器情報印刷アプリケーション
　１０４　　機器情報設定アプリケーション
　１０５　　プロッタ部
　１０６　　画像生成部
　１０７　　エンコード部
　１０８　　バーコードエンコード器
　１０９　　地紋エンコード器
　１１０　　スキャナ部
　１１１　　画像解析部
　１１２　　デコード部
　１１３　　バーコードデコード器
　１１４　　地紋デコード器
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】
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